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　俳句の冬の季語としてよく使われる寒雀。寒
雀という種類があるのではなく、冬期は群れる
習性があるので、特に人目に付きやすい。集まっ
ていれば、餌を見つけやすかったり、外敵から
身を守る効果もあるのだろう。
　冬のスズメはふくら雀とも呼ばれることがあ
る。これは冷えないように羽毛の間に空気を入
れているからだ。まるまると太っているように
見えるが、じっさいにはどうなのだろうか。
　ところで元々、寒雀という言葉は冬の食材と
して珍重されたことから付けられたらしい。今
では雀を捕まえて食べる人はほとんどいない
が、昔は食べられていたのだ。ぼくも 50 年ほ
ど前に京都に行ったときに焼き鳥屋に入った
ら、スズメの丸焼きが出てきた。肉が少なく、
それほど感動しなかったが、京都の伏見稲荷大
社には今でも雀を食べさせる店があるという。

問　市立小諸高原美術館・白鳥映雪館　☎ 26-2070

▶日　時　2/4 ㈰ ～ 2/25 ㈰　
▶時　間　9:00 ～ 16:00　
▶入館料　無料　　▶場　所　第１・２展示室
▶休館日　2/5 ㈪、 2/13 ㈫、2/19 ㈪

～ 20 年後の自分へ送るメッセージと自画像展 ～～ 20 年後の自分へ送るメッセージと自画像展 ～

令和５年度 ２０年後のわたしへ展令和５年度 ２０年後のわたしへ展

　市内６小学校６年生全員の「自画像」と２０年後の自分
に宛てた「メッセージ」約３３０点が一堂に並びます。小
学校卒業を間近に控えた６年生が、中学校という新しいス
テージへ羽ばたこうとする自分と向き合い、様々な技法で
今の自分を表現しています。一人一人のメッセージにはど
んな思いが込められているのでしょうか。ぜひ、会場にて
ご覧ください。
　また、芦原中学校、小諸東中学校の生徒による作品も併
せて展示します。
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